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研究成果の概要（和文）：本研究は学習者個々の学習スタイルや援助行動モデルに基づき、外国語学習における授業外
学習を促進させるための学習支援環境の構築とその評価を目的としている。本研究を通じて、1)ソーシャルラーニング
の適性を予測するための質問項目の抽出、2)探求の共同体(CoI)の認知的存在感と社会的存在感、批判的思考を育成す
るための支援法の整理、3)これらの成果をもとに学習環境をデザインし、支援システムを開発・評価を行った。評価の
結果、本研究で構築した学習環境により、学習者の発言数と発話内容、英語学習への態度、批判的思考に影響があるこ
とが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to design, develop, and evaluate an integrated, outside
-classroom, social-learning support system. Our research produced the following outcomes: (1) Questionnair
e of Aptitude Level for Social Learning Focusing on EFL Online Discussion, (2) Support approaches to culti
vate social and cognitive presences in community of inquiry, and critical thinking, and (3) Design, develo
pment, and evaluation of a support system based on the previous research results and outcomes. The results
 of the system evaluation indicated that the system might have influence on learners' comment number, atti
tudes toward English learning, and critical thinking.
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１．研究開始当初の背景 
外国語教育において外国語に日常的に触

れる機会が少ない我が国では,	
 授業外に外
国語に触れる機会をいかにして増やすかが 1
つの大きな課題となっている.	
 その課題に
対して,	
 SNS などソーシャルメディアを使用
した,	
 外国語の授業外学習支援環境が広ま
ってきている(たとえば中西ら,	
 2010).	
 しか
し,	
 ソーシャルメディアを使用した授業外
学習支援環境における学習が継続されるか
どうかはその環境を利用している学習者間
の関係の強さといった学習者の情意面に強
く依存するため,	
 ソーシャルメディアに利
用適性がある学習者に限定的である.	
 ソー
シャルメディアを利用した授業外における
学習支援環境において学習支援には 3つの課
題がある.	
 	
 
1 つは学習スタイルの問題である.	
 ソーシ

ャルメディアにおける学習は上記で述べた
ように親近感といった学習者間の関係の構
築と維持,	
 増強に強く依存する.	
 つまり,	
 
コミュニティベースの協調学習が局所的に
発生し,	
 知識の伝達と再構成,	
 その過程に
おける役割の変容が発生する.	
 しかし,	
 学
習者には学習スタイルがあり,	
 学習支援に
おいて配慮すべき観点である(Oxford,	
 1991
など).	
 従来の外国語学習環境では学習方略
の使用支援(Hauck,	
 2004;	
 Levy,	
 1998 など)
は活発にされてきたが,	
 学習スタイルやコ
ミュニケーション中に感じる負荷に関連す
る社会的スキル（大坊,	
 2005 など）を踏まえ
た学習支援がされていることは数少ない
(Mason	
 &	
 Rennie,	
 2008).	
 2 つ目は自己調整
学習支援である.	
 自己調整学習には学習開
始前,	
 学習遂行中,	
 学習後のサイクルがあ
り	
 (Zimmerman	
 &	
 Campillo,	
 2003),	
 各段階
において適切な支援が求められる.	
 例えば
学習開始までは学習計画の立案支援といっ
たメタ認知の活性化につながる支援,	
 学習
後においては内省支援などが考えられる.	
 
しかし,	
 ソーシャルメディアにおける学習
では自己調整学習支援はコミュニティ依存,	
 
または学習者の意識に依存し,	
 適切な支援
がされているものは少ない.	
 3 つ目は援助行
動支援の問題である.	
 ソーシャルメディア
を教育に利用する場合,	
 学習者の援助行動
を促進することを目的に使われることが多
い(望月・北澤,	
 2010 など)が,	
 支援行動を促
進する観点でシステム設計に配慮されてい
ることは少ない.	
 	
 
 
２．研究の目的 
本研究は, 学習者個々の学習スタイルや援

助行動モデルにもとづき, 外国語学習におけ
る授業外学習を促進させるための学習支援
環境の構築とその評価を目的としている. 具
体的には, 研究開始当初の背景に記述した諸

問題を解決するために社会的スキルや自己
調整学習を含めた学習スタイルと援助行動
支援を踏まえ,	
 ソーシャルメディアをプラ
ットホームにした外国語学習支援システム
の構築を行い,	
 その評価を行う.	
 	
 
本研究の独創的かつ価値ある点は以下の

通りである.	
 それぞれについて説明する.	
 	
 
（１）社会的スキル,	
 自己調整学習意識を含
めた学習スタイルを特定する尺度の開発を
行う	
 
（２）援助行動支援につながる機会,	
 意思決
定過程を調査し,	
 その支援法の開発を行う	
 
（３）（１）,	
 （２）にもとづいて,	
 コミュ
ニティ形成・支援を行う学習環境を構築し,	
 
評価する	
 
 
３．研究の方法 
本研究ではソーシャルメディアを利用し

たコミュニケーションベースの外国語学習
環境を開発し,	
 形成的・実践的評価を行う.	
 
具体的には以下の手順で進められた.	
 	
 
（１）社会的スキル,	
 援助行動プロセス,	
 自
己調整学習に配慮した学習スタイル尺度を
開発する	
 
（２）その尺度得点と発言などの客観的デー
タを分析し,	
 援助行動プロセスにもとづき,	
 
システムに実装する支援機能を整理しデザ
インする	
 
（３）上記項目の（２）のデザインにもとづ
き,	
 システムを開発する	
 
（４）評価においては評価項目を作成した上
で,	
 形成的評価として,	
 学習者に対して,	
 
インタビューと自由記述を厚めに取り,	
 シ
ステムの有効性と改善点について検討を行
う	
 
（５）必要に応じてシステム改善を行った後,	
 
実験的に機能を有無で被験者を群分けし,	
 
心理的・能力的観点から比較評価を行う	
 
（６）実践的評価では実際に学習者に授業外
に長期で利用してもらい,	
 質問紙やログ等,	
 
量と質の両面から評価を行う	
 
	
 
４．研究成果 
本研究グループは,	
 平成 25 年度末までに

次のような成果をあげている.	
 これらの成
果の番号は,	
 研究方法の手順番号と対応し
ている.	
 	
 
（１）ソーシャルラーニングの適性度を測定
するための 36 項目から構成される尺度を開
発した.	
 本尺度は,	
 ソーシャルラーニング
の適性度として,	
 発言数,	
 満足度,	
 貢献度
についての予測に使用できるものである.	
 	
 
（２）学生のニーズと支援方法のマッチング
を行い,	
 支援モデルを開発した.	
 	
 
（３）上記（１）と（２）の成果を踏まえ,	
 シ
ステムの設計・開発を行い,	
 評価した.	
 評価
では,	
 各機能の有用性と効果を検証するた



めの実証実験,	
 授業外学習への影響を調査
するための実践研究を行った.	
 	
 
本研究の成果は５．で示すとおり,	
 研究遂

行段階における発表を含め,	
 雑誌論文 5 件,	
 
学会発表 3 件,	
 図書 3 件を中心に行った.	
 	
 
本研究によってソーシャルメディアを活

用した外国語教育支援システムを開発した.	
 
これにより,	
 学習者の発言数,	
 英語への態
度,	
 批判的思考を向上することの示唆があ
った.	
 授業外の学習時間も多くなる傾向に
あった.	
 しかし,	
 本研究では授業外学習に
フォーカスしたため,	
 授業内外の活動の連
携については研究の範囲外とした.	
 しかし,	
 
反転学習のようにより積極的に授業外学習
を活用するケースが出て来ている.	
 そこで,	
 
次フェーズでは,	
 第 1フェーズの研究におけ
る課題を踏まえ,	
 今後の展望として,	
 研究
を発展的に継続する予定である.	
 	
 
研 究 の 目 的 は ,	
 情 報 通 信 技 術

(Information	
 &	
 Communication	
 Technology:	
 
ICT)を活用し実質的な外国語学習を実現す
るために,	
 教育の諸理論にもとづいた授業
内と授業外をつなげる総合的な学修環境を
デザインすることである.その方法として,	
 
Learning	
 Ownershipと社会共有調整学習理論
にもとづいた,	
 インターネット上のオープ
ン教育資源(Open	
 Educational	
 Resources)を
活用したジグソー法反転授業支援システム
の開発と評価を行う.	
 具体的には以下の 3点
を達成することを目的とする.	
 	
 
（１）Open	
 Educational	
 Resources	
 (OER)	
 を
活用したジグソー型反転学習デザイン	
 
（２）事前学習段階において自己調整学習理
論を発展させた社会共有調整学習と	
 
Learning	
 Ownershipにもとづく,	
 外国語の反
転授業のための協調学習支援法の開発	
 
（３）上記（１）と（２）の成果をもとに, 
ジグソー型の反転学習を支援するために教
員による OER	
 選定の可視化機能を加えた,	
 
協調学習支援システムの実装と評価 
また,	
 次期研究によるシステム開発によ

って,	
 次の３点を明らかにする.	
 	
 
・検討したジグソー法反転授業デザインが有
効であるか	
 
・学習者の Learning	
 Ownership	
 や社会共有
調整学習が促進され,	
 効果的な反転授業と
なりうるかどうか	
 
・OER	
 検索・可視化機能がジグソー法反転学
習を支援し得るか	
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